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沖縄における農業機械化の現状と問題点

塚田章二郎・嘉数幸喜

（模範農場）

さらに経済発展に伴う農村労働力の流出と質的低下が労

力不足を深刻化し，加えて生活意識の変化，大規模経営

の発生などが促進要因として作用したと考えられる．

しかし機械化の現段階は，農業の外的条件に誘導さ

れ，内的条件は依然として未熟なため，個別的な作業と

しての耕うん整地過程にとどまっており，管理・収穫の

過程には及んでいない．しかも年次の経過とともに，大

型トラクターは会社，団体有から個人有に移り，小型ト

ラクターは当初から個人有によって，いずれも事業とし

ての賃作業が大勢を占めている．このような条件のもと

では，企業としての採算性が問題となるであろうが，そ

れは機械化がめざすところの生産性の向上との間に矛盾

が生ずるばかりでなく，将来の機械化促進上からも検討

を要する点である．おわりにこのアンケート調査につい

ては，模範農場研修員として勤務した中村昌秀，仲里

徹，友利正義，池原清栄の各氏をはじめ，調査対象のト

ラクター所有者および農業改良普及員各位の協力をい

ただき，また本稿を草するに当たっては，模範農場管理

官丸杉孝之助氏の有益な助氏言をいただいたので，ここ

に記して深く感謝の意を表する．

１．農業機械導入利用の現状

１）農業機械の普及状況

沖縄における農業機械の導入の推移は第ユ表に示す通

りである．これによると，過去５年間に大型トラクター

はじめに

沖縄における農業機械化の現状を把握して，これから

の農業機械利用技術の組立研究の参考にすることを主な

目的として，岨65年に全地域の大型・小型トラクター

所有者のなかから調査対象を抽出して，アンケートによ

る調査を実施した．ここでは，その結果および最近の統

計調査資料に基づいて，主として技術的な観点から機械

化の現状と問題点を述べることにする．

それにさきだって，機械化の背景と経過についてみる

と，およそ次の通りであり，沖縄の農業において，農用

トラクター・動力耕うん機など農耕用の機械が導入さ

れ，移動作業の機械化がはじまったのはいまからおよそ

10年前である．これは揚水機脱穀機などによる定置作業

と異なり，地形・土壌・栽培および気象などの諸条件に

影響されるところが大きく，しかもすべて本土または外

国製の機械であるため，初期においてはその選択あるい

は適用に静心が払われたようである．一方これを利用す

る農家の経営はきわめて零細性が強く，それに基因する

農地の狭小，分散形態が温存され，資本の蓄積も乏しい

など機械化の阻害要因を形成していた．それにもかかわ

らず，僅か]０年間に大幅な伸びを示し，とくに大型トラ

クターが先行し，高い割合を占めるにいたったことは注

目に値する．それは，サトウキビ・パインアップルの増

産要請が契機となって開こん，深耕の必要性が高まり，

単位第ユ表主要な農業機械の年次別普及台数 台

動 力類へ、

輕端 農業用

自動車

用トラクター

除機｜脱穀機

剛｜伽
34,｜伽
４２９１３５８

５５８１４５０

揚水機｜防
一一一

製縄機｜チヨッパー大型｜小型

222

ａ
田
田
餌
朋
舶

四
四
四
四
四
四

５
５
１
３
６
６

ｍ
珀
加
幻
幻
釦

７００

ｴ０４６

:ｕ９ユ

ユ500

ｴ536

1790

３
７
９
９
９

２
３
５
５
５

５０

，４

７２０

ﾕ529 蝉
7Ｌ７

ﾕ248

Ｌ408

ﾕ８０９ ]８１４83ユ 574 930

18482452224ユ ｕ、

(注）琉球政府農林局調査より
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'よ約2.9倍，小型トラクターは約2.6倍の伸びを示し，ま

た動力用揚水機・防除機のほかチヨヅパーが大幅に増加

し，農業用自動車もかなりの台数に達した．これを本土

の普及状況と比較すると農業生産構造の相違はあるが，

大型トラクターにおいては，沖縄が農家251戸，経営

耕地ﾕ63"αにユ台の割合であるのに対し，本土はﾕ46戸，

158胸に1台であり，耕地面積あたりでは本土と沖縄の

密度がほぼ等しくなっている．反面小型トラクターは沖

縄が農家49戸，経営耕地38Ｍこエ台にあるのに対し，本

土は2.7戸，2.9Ｍこそれぞれユ台であり，動力用防除機

は沖縄が70戸・45肋にユ台であるのに対して本土は８戸

．g〃αに１台，農業用自動車は沖縄が42戸に1台，本土

が１５戸にユ台といずれもおくれが目立っていろ．

これを所有形態別にみたのが第２表である．大型トラ

クターは，農家個人有が約62％，会社有が約24％，この

両者で約８６％を占め，市町村・農協有は僅かに過ぎな

い．本土における乗用トラクターは，ここ２．３年中型

トラクターが大幅に増加したため様相は変化して個人有

が約54％となったが，国・都道府県・市町村などの公有

が約ｎ％，農協有も約ﾕ7％を占め，その発展過程の差異

第２表トラクターの所有形態別台数と割合（]965年ｎ月） 単位 台

大型トラク 小型トラクタター

その他有 団体有 その他有農家有 団体有 農家有
計計
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～
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(注）琉球政府農林局調査より

第ユ図に示す通りであって，７７千戸に対して26千戸はほ

ぼ輪に相当する.これを経営規模別にみると，経営規模

の大きさに比例して使用農家の割合は高まり，３ｈａ以上

の層では90％に達し，７０a以上の層では50％をこえてい

る．次にこれを地域別にみると，使用農家割合の最も高

いのは,八重山の56.6％，最も低いのは，中部の22.ﾕ％

である．また宮古で２ｈａ未満の層は，他の地域に比べて

一般に使用農家割合は低く，畜力利用がざかんなことを

裏がきしていろ．

がうかがわれる．小型トラクターは双方とも農家有がほ

とんどであるが，沖縄に共同所有がないのに対し，本土

では約37％が共同所有のかたちをとっている．なお乗用

トラクターの馬力別では，沖縄は大部分が35ps以上，と

くに50ps級が主力をなすのに比べ，本土のそれは]､～２５

psで約70％を占めている．

２）農業機械の利用状況

沖縄の総農家に対するトラクター使用農家の割合は，
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経営規模別（ａ）

第１図総農家に対するトラクター使用農家の割合

（1964年）

琉球政府企画局統計庁センサスよ、

開こんのほか耕起整地であり，水稲においもて耕起であ

る．これは現段階における農業機械の経営的な役割をも

示すものであるが，主に畜力を使用する農家もいまなお

かなり存在することは注目に値する．

次に主要作物の主な農作業における原動力別使用農家

の割合を第２図に示す．これは当該饗作業実施簑家総数

に対する割合を示すもので，主に動力を使用する割合の

高い農作業は，サトウキビ゜パインアップルにおいては
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第２図主な農作業における原動力別使用農家の割合

（1964年）琉球政府企画局統計庁センサスより

またこのことから，一般農作業において耕起整地は動サトウキビ収穫については，小型で定置用の剥葉機．積

力を使うが，管理・収穫は畜力あるいは人力に依存して込機が試作され，一部の農家に使用されているのをみ

いることがわかる．比較的に動力の使用割合の高い八重て，移動用の収穫機は全くない．

山においてさえ，サトウキビの畦切・中耕培上，パイン
２．トラクター利用の実態と問題点

アヅプルの耕起整地および水稲の耕起゜代かきについて

は，畜力の割合が高い．したがって現状は，農業機械の 大型および小型トラクター利用の実態と問題点につい

導入利用が増加したものの，重作業ときれる耕起整地を て，アンケート調査の結果から若干の検討を加えてみる

ことにする．畜力あるいは人力に代替しているにとどまり，機械化の

初期的な段階にあるといえよう．なお問題ときれていろ’）トラクター利用の組織．運営

第３表大型トラクター所有形態別利用組織運営の特色

議誓識および運｜雛…｜鱗の徴収時｜鱗鑿と主巷

;鰯::二騨霊::瀞窯|①學鰯雲

騨蝋鰯騨③繍塒間当Ⅲ

利用
方式

所有形態別

人々灘偶

賃作業団体および
を主とす

る事業
会社 有
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（１）大型トラクター（事例数36）

大型トラクターの型式はすべて車輪型で，大きさ別台

数の割合は，機関出力46～60psが55.5％と最も多く，

S0ps以上が25％,３ユー45psがﾕ6.7％の順となり，３０ps以

下は2.8％ときわめて少ない．またトラクター所有台数

に対する付属作業機の種類別所有台数の割合は，プラウ

がＬ00％，ロータリテイラが56.5％，リジャー２６ユ％が

主なものでその他の作業機は少ない．一般に大きいもの

が導入されるのは，開こんおよび重粘土の深耕に利用す

ることが主な理由となっている．

所有形態別の利用の組織，運営状況は第３表の通りで

ある．この調査事例においては個人有，団体・会社有を

問わず，すべて事業として賃作業に利用されており，個

別分散的な耕地と不特定多数の農家を対象とした耕起整

地作業が主をなしている．個人有の多くは，製糖会社等

が新規導入したものを中途から払下げをうけたもので，

その更新は個人が行なう傾向にある．製糖会社が払下げ

た理由は，原料確保のための開こん，深耕において実績

をあげる一方，経営合理化の要請が高まったものとされ

る．全般に専任の事業管理者をおいているところはな

く，運転取扱者（オペレーター）が兼ねている場合が多

い．どく－部に個人または会社等の農場において営農に

利用されているものもあるが，（この調査には含まれて

いない）政府・会社および利用組合等によるものはな

い．

作業の申込，実施はかなり随意に行なわれ，料金の徴

収は，終了後ユケ月以内またはサトウキビ売上げ代より

の差引とがあり，料金制度は面積制が主である．その料

金の上限と下限との格差は大きく，例えば耕起について

は、a当たり換算約3.9～9＄であって地域的に料金協定

としている例は石垣市にみられる程度である．

次にオペレーターの勤務およびトラクターの管理につ

いて第４表に示す．トラクターの利用上オペレーターの

資質が問題とされるが，この事例からみると組織的な訓

練研修をうけたものは少なく，また就業形態･給与等の待

遇においても不安定で低いものが多かった．トラクター

第４表オペレーターの勤務およびトラクター管理の状態

トラクタオペし タ

経験年数｜格納庫|塗三二Ｉ

所有者と
の関係

オペレー

ダーの年令
訓練場所

事例数

寧門三
桝鮒族一肥
「
‐
Ｉ

職員ま
たは臨
時雇

30才

未満

40才

以上

ユ年

未満

５年

以上

30～

40才

ユー

3年

３～

5年
有 無 有 無他

丁'三百2１１２５ 1.6７ ４ ２ 、１２０3６ ﾕ７ ８

の整備保全の状態については，格納庫がなく，総合メー

ターの取付けてないものが目立った．自己修理施設をも

つのは２例のみで大部分は修理工場に依存しており，故

障発生時に応急修理のできないものが見うけられた．そ

の他運転日誌等の記帳も約半数はなされていないことが

わかった．

（２）小型トラクター（事例数86）

小型トラクターの型式は大部分が駆動型（けん引型は

なく，けん引・駆動兼用型は含まれているが回答では明

確でない）で，耕うん部はロータリー式，動力伝達はサ

イドドライブ方式のものであって，大きさは機関出力１０

PS以上のいわゆる耕うん専用機が主をなしていろ．その

ため付属作業機は少なく，作溝器23.9％，雑13.0％，ト

レーラ5.5％に過ぎない．

小型トラクターの所有形態はすべて農家の個人有で，

所有農家の経営規模は概して大きく，耕地面積（樹園地

を除く）LOOa以上が76％，５０～ﾕ00aがＬ7％，５０a未満

７％の割合となっており，また利用方式は自家経営を主

とするもの，自家経営と賃作業を兼ねるもの，賃作業

を主とするものに大別されるが利用割合はつまびらかで

ない．なお作業料金は耕うん整地で坪当たり２‘程度の

ものが多かった．

２）トラクターの利用実績と作業能率

（１）大型トラクター

トラクター運転日誌等記帳の不備により，正確な回答

をえにくかったが，比較的に信頼できるもののうち４事

例の利用実績を第５表にかかげることとする．対象作物
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第５表大型トラクターの月別利用時間 (1台当り） 単位時（日）

`月'５月'６月'７月'８月

鰍iillliliJii
地区名|所有別

識
内トラ

番号

３月’４月 月ユ月’２月 ｎ月 計

鯉口鰯竺造#81段§ ，;i品§８ (166）
８３８．３

個人中部1

砺惠(13）
9８．０

（６）
4５．０

（７）
3６．０

(134）
g９ＬＯ

個人南部２

’

M恩§:?81品５８ 鍋|;雪U11Hli78 ０３）
９５．０

(L5）
7５．０

(12）
6０．０

０４ﾕ）
852.0南部 会社３

＿'一

全?』』;?８ （18)’

肌｡’ 茎サル§９８ ;98J1塁781脇|錦ﾄ;§81迫り81星8|蹴
れたが重粘な壌士における実測値のﾕ5時間に比べて，全

般に能率が低く，その理由として畑の区画の狭小・不整

と運転操作の未熟が考えられる．したがって年間の耕起

作業廷面積はおよそ40haと推定され，大型トラクターの

有する〃powerとspeed〃が十分活かされていないとい

える．

現在なお一定期間の作業申し込みに対して応じきれな

いため，トラクター台数は増加の趨勢にあるが，これが

平衡状態に達したとき，現状の利用方式ではユ台当たり

の年間利用時間は減少し，単位時間当たりの運転経費は

さらに上昇する危険性をはらんでいろ．

（２）小型トラクター

小型トラクターについても同じように，その利用実績

と第６表にかかげてみた．これも大部分はサトウキビ畑

の耕うん整地（No.５の農家は水田耕起もある）である

(ユ台当たり）単位時（日）

宮古 個人４

および作業については数量的にあきらかでないが，この

事例においてはサトウキビ畑の耕起，整地が主をなして

おり，年間利用時間では約650～l,000時間となってい

る．このように単一な作物で単純な作業に§か上わら

ず，かなり多くの年間利用時間を確保しえたことは，ユ

ー４月におけるサトウキビ畑の更新，５～９月の夏植サ

トウキビの植え付けに必要な古株処理と深耕があるため

と推察される．しかしこのことは，要開こん地はともか

く，休閑畑の存在を裏づけるものであり，さらに適期を

こえて植え付けがなされていることを示すものであって

正常な状態とはいえない．

一方作業能率についてみると，正確な実測値はない

が，耕深30噸程度の耕起作業における1ｈａ当たり所要時

間は，砂壌土・壌士で]O～20時間，埴壌士・埴土で20～

30時間を費していることがわかった．これは区画襲理さ

第６表小型トラクターの月別利用時間

トラクター利用時間（）内稼動日数辨罐一辨膣

番号｜地区名
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自家営農

ｊ
２

町
叩

く

ﾕ５０時間と少なく，賃作業十自家営農利用は400時間内

外である．賃作業を主とするものは大型トラクターと同

じ問題点を内包するし，自家営農のみに利用するものは

が，年間利用時間は利用形態によって著しく異なる．す

なわちこの事例では賃作業を主とする場合は約700～900

時間と多いのに比較して，自家営農に利用する場合は約




